
令和４年度 森林環境譲与税の使途公表

日之影町森林
環境教育ネッ
トワーク構築
事業

60 60

本町の豊かな森林資源を活用して青少
年に対する「森林環境教育」を実施す
るに当たり、関係団体や庁内の関係部
署が連携して学習指導要領に掲げられ
ている「生きる力（確かな学力、豊か
な人間性、健康、体力）」の習得に取
り組むための体制を構築。

イベント　４回
（参加者　７２名）
※町内小中学校の環境・木育教育など

林福連携木材
資源循環利用
事業

1,203 1,203

町内で発生する公共事業の支障木を福
祉施設で商品化を図り、破棄していた
地域資源を林福連携により循環させて
木材の有効活用と木材利用の普及啓発
を行う。

薪割り機、運搬用台車、コンテナ、販
売用ダンボール箱等の購入

地域林政アド
バイザー事業

5,297 297 5,000
地域林政アドバイザーを雇用し、専門
的知識と豊富な経験を活かして森林・
林業行政の体制強化を図る。

地域林政アドバイザー雇用　１名

林地台帳管理
システム保守
委託事業

363 363 林地台帳管理システムの保守委託。

林地台帳管理
システムリー
ス事業

357 357 林地台帳管理システムのリース。

林地台帳管理
システム機器
整備事業

330 330 林地台帳システム用パソコンの更新。

市町村森林経
営管理事業

125 125
森林管理法により森林の多面的機能の
発揮に向けて適時適切に伐採、造林、
保育等の施業を実施。

１件　保育間伐　０．２１ha

林業就労条件
整備事業

2,030 1,359 671
森林組合の作業班員及び町内の林業事
業体が新規に雇用した町内に居住する
45歳以下の者の社会保険料の助成。

５事業体　２０名

林業担い手創
出事業

3,070 1,423 1,647

林業担い手を確保するため、町内の林
業事業体が新規に現場作業員として雇
用した町内に居住する４５歳以下の職
員について、出勤日数に対して2,000
円／日を３年間助成。

５事業体　７名

林業担い手創
出住宅整備事
業

26,000 26,000 26,000
新たな林業担い手の定住を促進するた
め住宅を整備する。

１棟２戸

町単森林整備
事業

17,917 6,916 11,001

国の森林整備事業に対して上乗せ補助
を行い、植栽未済地の解消や健全な森
林の育成につなげ、森林の多面的機能
の発揮や、優良材生産による林家の所
得向上を図る。
補助率　標準経費の１０％

造　林　　４０．５８ha
下刈り　２０２．４９ha
間　伐　　３２．７２ha
防護柵　１８，３９３ｍ

国土保全緊急
間伐対策事業

553 553

小規模（自伐）林家等が行う国の森林
整備事業の補助対象とならない間伐に
対して補助を行い、多様性のある森林
を造成することにより国土保全機能を
強化。

間　伐　　　２．３４ha

林道等強靱化
事業

11,201 11,201

森林整備の基幹道として木材搬出等に
利用される森林基幹道の法面等の草木
の除去及び森林土木協会支部との維持
管理協定区間における路面整備等の維
持管理費。

重要インフラ施設等の維持管理
対象路線１８路線のうち７路線で実施

森林基幹道宇目須木線（法面支障木伐
採）８９８．１ｍ
ＨＭブロック設置による少落石対策３
路線８９．６ｍほか路面整備等

有害鳥獣捕獲
対策業務委託
事業

12,630 6,567 6,063
シカによる森林被害を軽減するため、
西臼杵森林組合に有害鳥獣捕獲業務を
委託。

捕獲員　５名
シカ捕獲頭数　２２４頭

日之影町森林
環境譲与税基
金積立

-6,310 -6,310

今後増大すると予想される森林経営管
理法に基づく市町村自らによる森林整
備（市町村森林経営管理事業）等に砂
得た積立。

基金積立金より取崩し

森林経営管理事業に係る
意向調査　１７人　７２ha

【ワンフレーズ】

森林環境譲与税活用により

・森林整備に必要な経費を支援するこ
とで森林を適正に管理することができ
た。

・担い手対策を行うことで担い手の確
保を行い林業の振興に向けた取組を支
援できた。

・地域林政アドバイザーを雇用するこ
とにより、森林・林業行政の体制が強
化された。

・林地台帳管理システムを整備、保守
管理することで森林経営管理事業に係
る意向調査を計画的に行うことができ
た。

【詳細】

・地域林政アドバイザーの雇用によ
り、森林・林業行政の体制強化が図ら
れ、さまざまな施策の展開や森林経営
管理事業に係る意向調査（１７名　７
２ha）に取り組むことができた。

・下刈り、間伐等の森林整備を支援す
ることにより、森林の多面的機能の発
揮に向けた森林の適正管理の推進と、
再造林への意欲向上を図り、植栽未済
地の解消が向けた支援が図られた。

・有害鳥獣による森林の被害軽減の
為、有害鳥獣捕獲員を雇用し、シカの
被害対策の為の捕獲を強化し、森林所
有者の経営安定が図られた。

・前年度までの基金積立金を一部取崩
し、譲与税を積極的に活用した。

都道府県名

宮崎県 日之影町

実　　績 税導入の効果
(A)+(B)

(A)うち森林環
境譲与税
（千円）

(B)うち他
の財源

（千円）

(C)「(A)うち森林環
境譲与税」のうち、
令和５年度への繰越

（千円）

市町村名 事業名

事業総額（千円）

事業内容


